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[10] 情報処理学会フェロー(2010認定） 

[11] 電子情報通信学会フェロー(2011認定） 

[12] 大川出版賞(2012) 

[13] 電子情報通信学会業績賞(2018) 

[14] 杉田 脩，小泉 透，入江 英嗣，坂井 修一:距離制限を保証する STRAIGHTコード生成アルゴリズムの提案, Best 

Research Award 受賞, xSIG, July, 2020 

[15] Kazutaka Tomida, Tomoki Nakamura, Toru Koizumi, Hidetsugu Irie, Shuichi Sakai: 近似レベルを動的制御

可能なアーキテクチャのためのコンパイラフレームワークの検討, FIT船井ベストペーパー賞 (2020) 

[16] 吉田 智裕, 中村 朋生, 門本 淳一郎, 入江 英嗣, 坂井 修一: Best Research Award 動的近似計算プロセッサ

のマイクロアーキテクチャ設計とソフトコア実装, The 6th cross-disciplinary Workshop on Computing Systems, 

Infrastructures, and Programming (xSIG 2022), Jul., 2022. 

[17] 杉田 脩, 小泉 透, 塩谷 亮太, 入江 英嗣, 坂井 修一: Best Research Award STRAIGHTアーキテクチャにお

ける効率的なデータフローを実現する命令配置手法, The 6th cross-disciplinary Workshop on Computing Systems, 

Infrastructures, and Programming (xSIG 2022), Jul., 2022. 

[18] 小泉 透, 入江 英嗣, 坂井 修一: Best Research Award  融合積和演算命令を生かす高速かつ高精度な三角関数

の実装, The 7th cross-disciplinary Workshop on Computing Systems, The 7th cross-disciplinary Workshop on 

Computing Systems, Infrastructures, and Programming (xSIG 2023), Aug., 2023. 

[19] 長﨑 舜, 門本 淳一郎, 入江 英嗣, 坂井 修一: Outstanding Research Award  形状自在計算機システムのため

の動的再構成可能なネットワーク, The 7th cross-disciplinary Workshop on Computing Systems, 

Infrastructures, and Programming(xSIG 2023), Aug., 2023. 

[20] 灘 洋太郎, 小泉 透, 塩谷 亮太, 入江 英嗣, 坂井 修一: FIT論文賞 予測ベースの先行実行による In-Order

プロセッサの高速化, 第 22回情報科学技術フォーラム講演論文集, Sep., 2023. 

[21] 出川 祐也, 小泉 透, 中村 朋生, 塩谷 亮太, 門本淳一郎, 入江 英嗣, 坂井 修一： A Principal 

Factor of Performance in Decoupled Front-End, 電子情報通信学会論文賞、 June, 2024. 

[22] 鈴木 渉太, 出川 祐也, 吉田 智裕, 門本 淳一郎, 入江 英嗣, 坂井 修一: 実行サイクル数に応じた動的近似ア

ーキテクチャの RTL設計とソフトプロセッサ実装, The 8th cross-disciplinary Workshop on Computing Systems, 

Infrastructures, and Programming (xSIG 2024), Aug., 2024. 

 

その他受賞相当 

・Toru Koizumi, Ryota Shioya, Shu Sugita, Taichi Amano, Yuya Degawa, Junichiro Kadomoto, Hidetsugu Irie, 

Shuichi Sakai: IEEE MICRO Top Pics from 2023, Honorable Mentions (令和 6年 8月) 

 

■ 特許 

[1] 特許平 2-209784・坂井修一、児玉祐悦、山口喜教・計算機・電総研・平成２年８月７日出願 

[2] 特許平 06-224939・戸田賢二、西田健次、坂井修一、内堀義信、島田俊夫・パケット交換型通信方法・電総研・平

成 3年 3月 4日出願、科学技術庁注目発明認定 

http://www.ipsj.or.jp/01kyotsu/award/kenkyu_sho/index.html
http://www.ipsj.or.jp/01kyotsu/award/ronbun_sho/index.html
http://www-6.ibm.com/jp/company/society/science/ibm.html
http://www.sgkz.or.jp/prize/index.html
http://www.ipsj.or.jp/01kyotsu/award/fellow/index.html
http://www.ipsj.or.jp/01kyotsu/award/fellow/index.html
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[3] 特許平 6-20921・横田隆史、松岡浩司、岡本一晃、廣野英雄、坂井修一、堀敦史、児玉祐悦、佐藤三久・相互結合

装置・RWC・平成 6年 2月 18日出願 

[4] 特許 3501761、田中英彦、坂井修一、辻秀典、安島雄一郎、大規模データパス・アーキテクチャの実行機構、平成

13年 1月 30日出願（平成 14年 8月 16日公開、平成 15年 12月 12日登録）、 

[5] 特許 3497832、田中英彦、坂井修一、辻秀典、安島雄一郎、ロード・ストアキュー、平成 13年 3月 28日出願（平

成 14年 10月 4日公開、平成 15年 11月 28日登録） 

[6] 特許 3795055、田代大輔、坂井修一・値予測装置、マルチプロセッサシステムおよび値予測方法、平成 17年 4月

26日出願（平成 18.11.9日公開、平成 18.4.21日登録） 

[7] 特許 5212934・坂井修一、廣瀬健一郎、萬沢康雄、五島正裕・集積回路装置、平成 19年 12月 28日出願、平成 25

年 3月 8日登録。 

[8] 特願 2008-251255・勝沼 聡, 五島 正裕, 塩谷 亮太, 入江 英嗣, 坂井 修一・情報処理装置、情報処理方法及び

これを実現させるためのプログラム,  平成 20年月日出願.  

[9] 特許第 5181127号.・塩谷 亮太, 五島 正裕, 坂井 修一・半導体集積回路, 平成 25年 

[10] Satoshi KATSUNUMA, Masahiro GOSHIMA, Hidetsugu IRIE, Ryota SHIOYA, Shuichi SAKAI: INFORMATION 

PROCESSING DEVICE, INFORMATION PROCESSING METHOD, AND COMPUTER READABLE RECORDING MEDIUM, 

US 8,413,240 B2 (2013). 

[11] 長野 英治，安井 博文，小峰 光弘, 入江 英嗣, 坂井 修一, 山田 高寛, 土門 憲司: 運転者状態判定装

置，特願 2016-58631， 出願日 2016.03.23, 特許番号 6631954, 登録日 2019.12.20. 

[12] 井出 将弘, 森 真吾, 入江 英嗣, 坂井 修一, 土屋 潤一郎:文書作成支援システム、文書作成支援方法、

及びそのプログラム, 特願 2018-122228,    出願日 2018.06.27 

[13] 井出 将弘, 森 真吾, 入江 英嗣, 坂井 修一, 丸山 桂史: プログラム及び情報処理装置,特願 2019-

042593, 出願日 2019.03.08, 特許番号 6664018, 登録日 2020.02.19. 

[14] 入江 英嗣, 坂井 修一, 小泉 透, 中江 哲史, 福田 晃史: コンパイラ、コンパイル装置、およびコンパイ

ル方法, 特願 2019-095442, 出願日 2019.05.21 

[15] 入江 英嗣, 門本 淳一郎, 坂井 修一: 情報処理装置及び情報処理装置, 特願 2019-212966, 出願日

2019.11.26 

[16] 長野 英治，安井 博文，小峰 光弘, 入江 英嗣, 坂井 修一, 山田 高寛, 土門 憲司: 運転者状態判定装置, 

特願 2016-58631，出願日 2016.03.23, 特許番号 6631954, 登録日 2019.12.20. 

[17] 入江 英嗣, 平岡 拓海, 小泉 透, 坂井 修一, 杉田 脩: 情報処理方法、情報処理アーキテクチャ及びプロ

グラム, 特願 2023-039596, 出願日 2023.03.14 

■ 新聞記事(2008-) 

[1]坂井修一、CPUの不具合、自動復旧、日経産業新聞 (2008). 

[2] 坂井修一、並列コンピュータと EDA、日経 BP Tech-On, http:// techon. nikkeibp. co. jp/ article/ 

NEWS/ 20081215/ 162877 / (2008). 

[3] 坂井修一: ＡＩと文学 ゼロから創作はできるのか, 朝日新聞, 2018年 12月 8日 

[4] 坂井 修一:, 池澤夏樹著『科学する心』評 優雅に楽しむ享受者, 共同通信社配信（富山新聞, 福島民友, 

熊本日日新聞, 南日本新聞, 北国新聞など）, 2019年 5月 18日 

[5] 坂井修一、うるさい蠅の貴重な役割 自然の巧妙・複雑さに感嘆, 日本経済新聞「半歩遅れの読書術」, 

2019年 6月 1日, 朝刊 

[6] 坂井修一、令和元年に思う 「超スマート社会」実現への課題, 読売新聞, 2019年 6月 1日, 夕刊 

[7] 坂井修一、傑作ＳＦはジャンル分け不要 文芸と科学の根っこは同じ, 日本経済新聞「半歩遅れの読書

術」, 2019年 6月 8日, 朝刊 

[8]  坂井修一、英語の警句にはっとする 一瞬で開く別世界への扉, 日本経済新聞「半歩遅れの読書術」, 

2019年 6月 15日 

[9]  坂井修一、ＡＩ社会の歩き方 人工知能とどう付き合うか 江間有沙（えまありさ）著, 東京新聞, 2019

年 6月 16日 
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[10] 坂井修一、フェイクニュースへの対策 ネット社会賢い運用が必要, 日本経済新聞「半歩遅れの読書術」, 

2019年 6月 22日, 朝刊 

[11] 坂井修一、一本の木として生きたい 自分を愚者として静観する, 日本経済新聞「半歩遅れの読書術」, 

2019年 6月 29日 

[12] 坂井修一、うたごころは科学する 日経新聞（連載） 2020年 4月 5日（朝刊）～2022年 3月 27日（朝

刊） 

[13] 坂井修一、 ことばの海電子の宙
そら

、電気新聞（連載） 2023年 10月 6日～ 連載中 

[14] 坂井修一: 二兎を追う 文理どちらも自分, 産経新聞, 2024年 2月 6日 朝刊 

 

■ 学会・政府機関等 

○情報処理学会：会員(1981-)、論文誌編集委員(1998-2002、副査(1999)・主査(2000))、本誌編集委員(2003-2007)、

理事(2006-2008)、代表会員(2008-)、全国大会プログラム委員長(2008-2009), DP編集委員、フェロー（2010-）、フ

ェロー選定委員(2017-2020) 

○電子情報通信学会：会員、ソサイエティ論文誌編集委員会査読委員、RC運営委員(-2012)、CPSY副委員長(2007-

2009)、CPSY委員長(2009-2011), フェロー（2011-）、情報・システムソサイエティ副会長（企画担当）(2013～

2015）、FIT2014実行委員長、フェロー選定委員(2013, 2014), 代議員(2014, 2016), 情報・システムソサイエティ

次期会長・理事(2015-2016)、情報・システムソサイエティ会長・理事(2016-2017)、FIT2015運営副委員長(2015), 

フェロー選定委員長(2016) 

○人工知能学会：会員 

○IEEE：会員、シニア会員（2013～） 

○ACM：会員 

○国際会議プログラム委員： ISCA、PACT、ICPP、ISPAN  

○日本学術会議：連携会員 (2006.8-2020.8）、拡大セキュリティ分科会幹事(2007.1-2011.9)、安全・安心と情報技

術分科会副委員長(2011.9-2104.9)、情報科学技術教育分科会委員（2013-2020)、工学システムに関する安全・安心・

リスク検討分科会委員(2011-2020),  

○内閣府： 政府調達苦情処理専門委員(2002-2012)  

○日本学術振興会(JSPS)： 科研専門委員(2005-2007), 学術システムセンター研究員(2007-2010)、｢10年後の多様な

サービスを柔軟に構築できる ICT プラットフォームと産官学協働の在り方｣に関する先導的研究開発委員会委員

(2012-) , 科研挑戦的研究審査部会委員(2016-2017)、同幹事(2017-2018) 

○科学技術振興機構(JST)： さきがけ領域アドバイザ(2001-2007), CREST代表(2002-2008、2007-2013), CREST審査委

員長(2015-2016)(2017-2018), CREST領域総括(2018-) 

○経団連 COCN横断プロジェクト専門委員(2008-2009) 

〇放送倫理・番組向上機構（BPO） 理事(2015-2021) 

○香川県立高松高等学校評議員(-2008) 

○大川出版賞審査委員会委員(2017-), 同委員長(2021-) 

○大川財団理事(2021-) 

○セコム財団特定領域研究助成 「超スマート社会の「悪」の研究」 領域代表者(2022-) 

○セコム財団一般研究助成 審査員 （2023-） 

○セコム財団理事 (2024-) 

 

■ 短歌・文芸関係 

○役職等 

短歌結社「かりん」 会員(1978-), 編集人（2015-） 
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NHK短歌講師（ETV 2011-2013，2016-2017） 

NHK学園「短歌春秋」選者(2017-)、鉄道 OB新聞選者(2023-)等 

角川短歌賞選考委員(2020-)、塚本邦雄賞選考委員(2020-)、近藤芳美賞選考委員(2022-)、現代短歌大賞選考委員(2021-)

等 

現代歌人協会 理事（2008-）、副理事長(2020-) 

日本文藝家協会  理事(2020-2024) 

 

○著作 

・歌集 

『ラビュリントスの日々』（1986・砂子屋書房） 

『群青層』（1992・雁書館） 

『スピリチュアル』（1996・雁書館） 

『ジャックの種子』(1999・短歌研究社） 

『牧神』（2002・短歌研究社） 

『アメリカ』（2006・角川書店） 

『望楼の春』（2009・角川学芸出版） 

『縄文の森、弥生の花』（2013・角川学芸出版） 

『亀のピカソ』（2014・ふらんす堂） 

『青眼白眼』（2017・砂子屋書房） 

『古酒騒乱』（2019・角川文化振興財団） 

『塗中騒騒』(2023・本阿弥書店） 

 

・文庫（撰集） 

『現代短歌文庫坂井修一歌集』（2006・砂子屋書房） 

『現代短歌文庫 続坂井修一歌集』（2017・砂子屋書房） 

 

・評論集 

『斎藤茂吉から塚本邦雄へ』（2006・五柳書院） 

『世界と同じ色の憂愁』（2009・青磁社） 

 

・鑑賞本 

『森鷗外の百首』（2021・ふらんす堂） 

『鑑賞・現代短歌 七 塚本邦雄』（1996・本阿弥書店） 

 

・入門書 

『ここからはじめる短歌入門』（2010・角川学芸出版） 

 

・エッセイ集 

『蘇る短歌 大好きなうた、ちょっと苦手なうた』（2021・本阿弥書店） 

『世界を読み、歌を詠む』（2021・ながらみ書房） 

『うたごころは科学する』（2022・KDP） 

 

○受賞 

1987年、歌集『ラビュリントスの日々』で第 31回現代歌人協会賞 

2000年、歌集『ジャックの種子』で第 5回寺山修司短歌賞 
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2003年、歌集『牧神』で第 2回茨城県歌人協会賞 

2006年、歌集『アメリカ』で第 11回若山牧水賞 

2007年、『斎藤茂吉から塚本邦雄へ』で第 5回日本歌人クラブ評論賞 

2010年、歌集『望楼の春』で第 44回迢空賞 

2015年、歌集『亀のピカソ』で第 7回小野市詩歌文学賞 

2024年、「鷗外守」（20首）で第 60回短歌研究賞 


